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姻虫体腔液成分によるアレノレギーの実験病理学的研究

c 1) 皮膚反応の態度に就いて

赤松喬夫

大阪医科大学病理学教室（指導 浜本祐二教授）

（昭和 34年 1月7日受領）

特別掲載

緒 言

畑虫並びに姻虫体成分によって諸々の生俸に惹起され

る種々な変化が，主としてその毒作用に基づくものであ

り，人体掴虫症の発症機転は，所謂阻虫毒作用が主役を

演ずるものであると云う研究は， Flury (1912）の毛細

血管毒説を契機として，以来内外多数の学者により研究

されて来た。引き続き島村 ・藤井（HH6）は，姻虫体有

毒成牙として _AscaronをJib出し，爾来此の方面の研究

は，その毒作用を中心として進められ，故小泉教授及び

その門下の系統的広汎な研究によって，殆んど余す所な

~ I説き尽された感がある。

然しながら，当時毒作用であると結論されそ数々の現

象は，今日ても確かに多くの真理を含んてはいるが，猶

叉少なからぬ矛盾をも包含し‘ている様に思われる。

近年になって，抗原抗俸反応の立場に立脚したアレル

ギーの研究が長足の進歩・を遂げるに及んで，先人により

極め尽きれたかの如き感ある所謂畑虫毒作用も，再び新

しい立場て検討される様になり ，今日次々と発表される

新知見は，過去の業蹟の一部を修正すると共に，毒作用

｛に帰因されていた数多くの現象が，アレルギ」の立場に

：立って始めて理解されるものであり，史に進んで，新た

な寄生虫アレノレギーの研究及び解明が，多数の研究者に

より取り上げられつ〉ある。

比等の中て，姻虫抗原を使用した皮膚反応の研究は，

慨に Coventry(1929), Campbell (1936），宮川 (1950),

T AKAO AKAMA TSU : Experimental pathological 

studies on the allergy by the ascaride cavity 

fluid and i旬 fractions( 1 ) On the attitude of skin 
reactions (Department of Pathology, Osaka Me-
ilical College, Takatsuki, Osaka Prefecture) 

( 99 ) 

酒井 (1949），池田（1952），ほ木 ・井廻（1952），森下・

小材、（1()53,195'1），小宮山 (1954），山木 (1956）等に

より，犬々の方法によって試みられており，何れもそとの

特異性を認め，畑虫抗原による局所過敏現象が成立する

事を報告している。叉此等畑虫抗原の分画成分の抗原性

については， 前記 Campbell及び森下・ 小柄、，池田等

は，をの多糖類抗原に強い反応を認め，Schmidt(1949), 

山本 ・中島 (1954）等はその蛋白抗原を Lut見し，細谷

(1956）は劇出腸管左用いた実験に於いて，両牙画共に

抗原性士有する事を報告している。此の慌に一応蜘虫抗

原による局所過敏反応、の成立は疑いない事実としても，

此等各好画成好のもつ抗原性については，未だをの成績

の一致を見ない様である。之を要するに，此のj議な実験

には，種々な実験条件の規制に多くの困難を伴う事を推

測せしめ，此の点f怯村及びその門下によって試みられて

いる無感染動物による研究方法は，秀れた研究成果の期

作されるもの 〉ーって、ある。然しながら，それにもまし

て痛感される事は，此の方面の数多くの研究業蹟を通覧

しでも，病理形態学的な立場からなされた研究が殆んど

等関に附されている事である。

未だ畑虫物質によるアレルギーの病理学的検察の乏し

い現状にかんがみ，純寄生虫学の立場から，叉血清免疫

学的な方面から漸次明らかになりつ〉ある畑虫ア レノレギ

ーの病態機構に対する病理学的解明と裏附けの必要性が

是非要求される所である。をして更に畑虫物質感作の形

態学と畑虫抗原の免疫学的位置と云うものも当然此の機

会に解決されるべきであろう。

此の様な観点から，著者は，先ず本篇に於いては，従

来から多くの研究者によってとり上げられて来た姻虫物

質による皮麿反応を指限としたアレルギー性反応に就い

て，姻虫体腔液並びにその分画成牙を利用し，病理形態
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学的な立場から詳細な研究を行ない，数多くの興味ある

新知見を得る事が出来た。

従来実験的局所過敏現象には数多くのものがあるが，

モの中ても代表的なものは，アルサス型及びツベルクリ

ン型反応であると思われる。此の中アルサス型反応は，

その原型がアノレサス現象として，叉ツベルクリン反応は，

代表的な結核性アレノレギーとして古くから多数の研究者

により詳しく検討されて来た。近年，天野 ・平田(1947)

は，馬血清及び結核菌々体成分寺種々な抗原を用いて日

所過敏現象の詳細な研究を行ない，此等両型の反応、型式

は，その種々な亜型をも合めて，血管障害と細胞反応の左

によって決定されるものであるとし，細胞の機能的立場

から自己のタ卜膜形質細胞系と清野の組織球細胞系を合せ

て二系性免疫論を確立した。叉浜本(1958）は，比の二系

性免疫論の基礎の上に立って，更に抗原抗体反応、の場を

重視し，此れを血管タ卜性抗原抗俸反応及び血管内性抗原

抗体反応、に好類し，各抗原のもつ性質とその反応の場を

組合せる事によって，複雑なアレノlノギー性病変を見事に

系統ずけた。著者は止とれから述べんとする実験成績，特に

其の形態学的観察は，全て此の様な立場に立って研究し

たものであり，掴虫イ本腔液及びその牙画成牙によって芯

起された皮）宵反応を，肉眼的或は組織学的に詳しく検討

した結果，此等畑虫抗原によって悲起された局所過敏現

象の形態学的特徴を明らかにすると共に，個々の反応形

式が，前記理論の上に立つ℃初めて系統的に理解される

ものである事を明らかにし得たと確信する次第てある。

実験材料及び方法

1. 使用動物 体弔 2kg内タトの成熟健康家兎2」匹。

2. 使用抗原 大阪市立屠殺坊に於いて採取しだ豚胴

虫より可及的無菌的に採取した透明血清色の体）］空液及び

此れより山下 (1918），及び P.Pathgeb (1954）の方法

に）｜目処して得た蛋白質成牙並びに多糖類成牙である。即

5必要体腔液に対し20%三塩化酷酸を 1/2量叉は50%三

温化西日酸 l/s:Jll；を加え，得られた乳白見混濁液を軽く遠

心沈澱し，無色透明の上清と乳白色の沈涯を牙離する。

此れを半透膜（主にセロファン〉にて流水中て、24時間，

蒸溜水中て24時間透析し必要に応じ重曹を加え pHを補

正し，密佳，2万倍マ、ーシロンを加え，低j毘減圧にて保

存し可及的速やかに実験に供した。特に多糖類成分は，

作製時より 1カ月以内に使用する様留なした。

3. 感作万法及び効果注射｝j法

感作には，体腔液は，生理的食塩水にて 4倍に稀釈し

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 2号

蛋白質成分及び多糖類成分は 2倍に稀釈して動物1匹当

り0.5ccを1回注射畳として週 8回，合計10回，家兎rr
I制限より注入した。効果注射は最終免疫後1週間乃至10

日，予めく48時間前〉脱毛して於小た家兎腹部皮内に，

各抗原 0.2cc及び別に対照として生理的食塩水 0.2cc在

注射した。叉別に対照として無処置家兎に同様各抗原の、

皮内注射のみを行なった。

効果注射後は30牙から72時間の閉経時的に皮膚反応の

状態を詳細に観察した。反応部位の浮腫の大きさは，偵

径及び縦径を mm単位て測定し，反応、の強さは緒方の刷

準に従ってー～出の符号て、去した。叉動物 No.10, No. 

11に就いては効果注射として体腔液のみを使用するに留

めた。をの他各抗原相互間に於て脱感作の成立の可否

を見る為に，効果注射に先立つ、て No.16（体腔液免疫〉

及び No.19 （蛋向質成分免疫〉 には多糖類1戎分 1cc,. 

及び No.17 （体腔液成牙免疫〉には蛋戸！質成牙の生理的

食塩水 2倍稀釈液 lccltIf‘静脈より注入し，30分後各抗

原をもって効果注射を行った。叉 No.14には効恥注射

後24時間，No.21には 1.5時間後， 0.5%トリハンプラ

ウ溶液 2QCCを耳静脈より注入し， 各抗原の注射部位に

おける色素の集積状態を比較観察した。皮膚反応観察後

は，夫々動物によって 2時間後，24時間後，48時間後，

72時間後に各反応部位皮膚を採取し，家兎は空気佐塞に

より屠殺し，皮膚及び各臓器は，オノレト同定，叉はホノレ

マ リ ン固定し， ヘマトキシリン ・ エオジ ~w色， P.A.S~

染色，アザンマロリー染色，ワンギーソン染色，好銀線

維染色，ワイゲノレト弾力線維染色；ギムザ染色，サフラ

ニン単染色， トルイジンプラウ染色（pH 4.6～ 5.0) 

を施して組織学的観察を行った。叉家兎 No.10, No. 

11ては，免疫終了後1週日に心臓穿刺？とより採取した抗

豚姻虫体腔液免疫血清をもって，沈降反応を行ない，抗

体価及び抗原価を測定した。

実験成績

I.体腔液による皮府反応の態度について

1. 皮膚反応の肉眼的観察

A) 体腔液免疫群に於ける皮膚反応

本群に於いては，効果注射に俸腔液を使用した場合

第1表に概略を示す慌に，予め脱感作のn的て効果注

射前に抗原を静脈内に注入したものを除き，全例に司

成り強度に皮膚反応、が出現する。即ち皮内注射により生

［〉た浮腫は，一時消槌の傾向を示すが，やがて効果注射

後，早いもので2時間大俸に於いて 3乃至 4時間頃から

( 100) 
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再び浮1重及び軽度の充血をもって徐ペに発現し初め漸次

晴強し大（本8乃至10時間頃反応は附最高に速する様てあ

る。浮唾の大きさは反応最盛時には 40mm×50mmにも

i主する事がある。叉反応、の程度はNo.10, No. 12, No. 

21, No. 23, 0)模に程度の差はあるが浮腫，硬結，充血

に終始するもの，更に No.11, No. 13, No. 14，の践

に最盛時に中心部に可成り出血を見るものもあり No.13

に於いては特に著明て，効果注射後48時間には皮膚表面

は紫色に変色L，恰もなめし皮様となり可成り広範囲の

出血壊死が見られた。次に皮腐反応、の持続時間は，実験

動物により軽度の差はあるが大体に於いて効果注射後8

乃至.10時間て略最高に達した後一部は徐々に消認する傾

向を示し，一部動物ては同程度のま＇.：＞. 24時間位迄持続し

た後，徐々に消槌の傾向を示し， 48時間乃至72時間位、ど

略消複する。史に出血を伴ったものでは浮腫は或程度消

徳の傾向を示すが，中心部は壊死に落入り後，脱皮を形

成し史に長期間残存する。叉No.14には反応が略最高と

思われた効果注射後24時間して， 叉 No.21には皮膚反

応発現前と思われる効果注射後 1.5時間して耳静脈より

トリパンプラウを注入したが， No.14に於いては注入｜立

後より周囲組織より多量の色素集積が見られ，徐々に増

強したが，中心部の出血部位には全然色素集積を見る事

は出来なかった。叉 No.21ては，注入後 5好て，問所

の色素集積が明瞭となりやはり徐々に増強した。 次に

No. 16に於いては体腔液による皮府反応は，可成り減弱

遅延し，効果注射後6時間して極く程度の充血が友はH

·1~r- く持続したが， 数時間て消認の傾向を示し， 浮腫や硬

結はそれ程著明てなかったo 叉 No.17に於いても効；A~

注射後 8時間て軽度の充血色見るにと立まったが，その

ま＇.：＞.24時間位迄持続した。

B) 蛋白質成分免疫群に於げる皮膚反応

木群ては，大体に於いて，皮膚反応が明瞭に発現し初

めるのは，効果注射後 3時間位からである。即Z，効民

注射によって生じた浮腫はー11寺消健の傾向を示した後，

3時間位から再び浮腫叉は浮腫とl限度の充血を伴って発

現し初め，徐々 に増強する。や＇.：＞. jffiれてl陸皮の硬結が加

はる。出血をみるものは少ないが，No. 2 ~.こ於いては ，

5乃至 7時間頃，中心部に小範問な出血］足を認めた。 t’
がて 7乃至 8時間頃，反応は略最盛期をむかえ，浮腫の

大きさは40mm×GOmmにも達するものがある。史に34

lfl寺間後？と於いても，No.18を除き反応は，略同程度のま

〉持続しており，48時間頃には，ある程度消槌したが，

cれでも猶可成りの浮腫を残した。 猶此の No.19は，
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効果注射前111与問，多糖類成分 1ccをl静脈内に注入した

ものであるが，反応は全然抑制されず，かえって木例て

は，他よりも皮門反応が更に強く現われた。

C) 多糖類成牙免疫群に於げる皮府反応、

多糖類成牙の頗回静脈内注入を行なった家兎に対し，

体腔液を用いて同様な皮膚反応を施行した場合には，何

れの例に於いても特異的と思われる皮j高反応は発現しな

い。即ち，効呆注射によって生じた浮腫は，徐々に消砲

し， 大体に於いて， 30牙乃至 2時間頃附完全に消隠す

る。然し11住l例 No.6に於いては，非常にiii.王山の硬結の

みを哲く認めたが，比れも2」時間頃て斗完全に消砲して

いた。

2) 体腔液による皮脂反応、の組織学的観察

A）体腔液免疫群に於けφ皮膚反応、の組織学的観察

実験に使用し土木群11例共，肉眼的な皮肉反応の強さ

に略比例し，そ心組織学的変化も動物によってl怪j支の；主

e はあるが，質的には全く同様な変化が見られるのて，比

れを一括し，M所皮阿に見られた組織及び細胞成分の反

応態度について！日出経時的に説明する。

反応の早期及び極期な通じて局所皮j需に見られる法出

細胞の大多数は，偽好酸球である。比＼1；法山偽好酸球は

既に効果注射後 2時間て＼主とし、〈毛細血管周l瑚及び乳

頭層等に程度ぴまん性に見られるが，効~；注射後24時間

て：ま，著明に増加し，主として真皮乳頭層及び深層に強

くびまん性に見られる。特に毛細血管及びl静脈周囲には

i密集しており，可成りの変性乃至崩壊せる！’l血球を見る

事もある。乏して，48時間後に於いても猶をの状態を持

続するが，No.13の如く ，反応が疋に強）立に活現する場

合に於いては，見事な分画炎を形成し，術集して層状に

叩列した偽好酸球が，上部壊死組織と下部組織を牙界す

る。然し，漸く壊冗を免れた例にあっては，此等法出

機転；ま可成り消誌の傾向を示し，逆に単球の浸潤が増加

し℃来た。而して此等単球は，既に24時間頃反応、周辺部

に出現するが，72時間頃？とは，多核白血球の浸潤は殆ん

ど見られなくなり ，大部分の法出細胞は単球て、占められ

る様になる。比等限局性叉びまん性に浸潤した単球は，

をの大きさに於いて変化に富んており，非常に大泡のも

のも多く ，叉胞陣内に空胞形成があり核が三口J1型にー

側に圧排された除なものもある。此等浸j閏単球の聞には

組織球と忠われる単桜細胞の浸潤も可成り認められ，メ

少数ながら，小円形細胞の浸潤も認められる。形質細胞

の出現は顕芹ではないが，血管周囲等に，集族性に少数

見られる事もある。

( 101) 
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体陛液による皮膚反応の肉眼的観察所見第 1表

分成類糖多分成質白費

10 7 6 5 19 18 4 2 1 

15×15 12×13 10×10 10×10 10×10 10×15 10×10 10×10 10×12 

10×10 5×5 10×10 10×10 10×10 10×10 5×5 5×5 10×12 o
I
H
B
 

30' 

5×5 10×10 5×5 5×5 5×5 5×5 5×5 10×10 o
I
H
B
 

10 

15×20 5×5 5×5 5×5 

→ー

5×5 10×10 o
I
H
B
 

20 

20×25 
＋ 
＋ 

5×5 15×20 

＋ 

5×5 

士

10×15 

＋ 

15×20 
土

＋ 

10×10 
＋ 
＋ 

o
I
H
B
 

30 

20×25 
＋ 
＋ 

5×5 
± 

20×25 
＋ 
＋ 

10×10 
＋ 
十

10×20 
＋ 
＋ 

20×25 
→－ 
＋ 

10×15 
＋ 
＋ 

o
I
H
B
 

40 

25×30 
＋ 
＋ 

5×5 
土

20×30 
＋ 
＋ 

15×20 
＋ 
＋ 

15×20 
＋ 
＋ 

20×25 
＋ 
＋ 

20×20 
＋ 
＋ 

60 

20×25 
＋ 
＋ 

o
I
H
B
一O
I
H
B

25×30 
＋ 
＋ 

20×30 
＋ 
＋ 
＋ 

25×35 
＋ 
＋ 

15×20 
＋ 
＋ 

20×25 
＋ 
＋ 
＋ 

go 

25×35 
＋ 
＋ 
土

15×20 
＋ 
＋ 

20×27 
＋ 
＋ 
± 

20×25 
＋ 
十

o
I
H
B
 

100 

25×30 
＋ 
＋ 
± 

20×25 
＋ 
＋ 
土

20×25 
＋ 
＋ 

o
I
H
B
 

12° 

20×30 
＋ 
＋ 

40×60 
＋ 
＋ 
＋ 

10×15 
＋ 
＋ 

15×20 
＋ 
＋ 

15×25 
＋ 
＋ 

20×20 
＋ 
十

o
I
H
B
 

24° 

30×45 
＋ 
＋ 
土

o
I
H
B
 

48° 

o
I
H
B
 

72° 

考
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(0.浮腫 H.充血 I .硬結 B. 出血）

体 陛 液 対照

11 12 13 14 15 16 17 21 23 24 20 

12×13 10×15 15×15 15×15 15×15 13×15 15×15 15×15 10×15 10×15 10×10 

5×5 10×10 5×5 10×10 10×10 10×15 10×10 10×10 5×5 10×10 5×5 

10×10 5×5 10×10 10×10 10×10 5×5 5×5 5×5 5×5 

15×15 15×15 5×5 10×15 5×10 5×5 

士 ＋ 

20×30 15×20 5×10 5×5 20×20 20×30 15×25 

＋ 
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 土 ＋ 

25×30 15×20 10×10 10×10 20×25 20×30 20×35 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 土 ＋ ＋ 

25×35 20×20 10×10 15×15 30×30 20×35 25×35 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 土 土 ＋ ＋ 

＋ 

35×45 20×25 10×10 20×20 30×40 5×5 20×30 25×40 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 士 ± ＋ ＋ 

＋ 土

20×15 15×20 40×40 一
＋ ＋ ＋ 
＋ ＋ ＋ 土

土

15×20 15×20 
＋ ＋ 
＋ ＋ 

30×40 15×20 30×35 40×50 40×40 20×20 25×35 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 土 士 ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ 土

30×30 10×10 20×30 

＋ 土 ＋ 
＋ ± ＋ 
＋ 

10×10 

脱
感
作

脱
感
作

( 103) 
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次に血管の変化としては，極く初期てはあまり顕著て
ないが，2」時間頃から幾牙顕著となる。

小動脈は，静脈に比し変化は軽度であるがをれでも2』

時間頃に於ては， 動脈周囲に類線維素段の膨化が見ら

れ， 弾力線維染色によりタ卜弾力線維は司成り乱れてい

る。反応中心部殊に真皮下層に於ては，此等の変化が更

に著しく ，動脈壁にも多数の偽好酸球が見らiれ動脈壁は

好酸性が増加し，それ自身可成りの変性が見られる。然

し反応周辺部ては動脈は比較的健全てある。叉48時間後
て＼ま反応、中心部の動脈ば壊死；こお：；入り ，わずかに弾力

線維染色により痕跡的な内弾力板の存在により辛じて判

別し得る程度である。然し壊死組織以外に見られる動脈

は，多くの場合収縮像を示すが比較的健全である。

次に静脈に於ては，亡の何れも著明に拡張しをの壁は

膨化或は脆弱化し時には破綻が見られる。史に出血が著

明主例に於ては，壁は諸所に於て断裂し，赤血球集団の

中にその残がいを残す様な所もある。

更に48時間後に於ては，此の様な変化の他に静脈内皮

がその壁より完全にまJj離し，長Jj離した内皮と壁との聞に

出来る間隙に赤血球の浸潤が見られる所謂華Jj離性静脈炎

の像が見られる事もある。をの他静脈には多くの場合血

栓形成が見られるが効果注射後24時間てはをれ程目立た

ないが48時間頃には所々に明瞭な血栓形成が見られ，叉

血栓形成の見られない場合に於ても赤血球を充満した管

腔の中に，フィプリン様の P.A.S.陽性物質が網状に叉

索状に出現し著しい血行停止像を示している。

毛細血管は，反応の初期か或は反応が軽度に経過した

場合にしかその変化を観察し得ないが，反応初期に於て

は壁が軽度膨化しをとから法出したと思われる偽好酸球

が周囲に見られる事があり ，叉24時間の組織では一部破

綻して毛細血管出血が見られる事もある。

腰原線維は，反応の初期に於ては著変を認めないが24

時間頃ては著明な浮腫性膨化が見られ可成りの繋粗化を

示す。然しとの様な傾向は乳頭層及び真皮の深層に顕著
て真皮の中層，即ち細胞浸潤の少くない所ては，一般に

変化に乏しい。叉真皮の深層ては，24時間頃既に類線維

素様膨化を認めるものもあり，48時間後に於いては，可

成り高度広汎に認め得る様になる。此の様な変化は，好

銀線維染色により疎解した細かい線維迄追及する事が出

来る。更に反応がより強度に発現したものでは，強い変

性及び壊死が見られそれが筋肉層に迄達する事もある。

叉壊死層直下の謬原線維は一般にトルイジンプラウてメ

タクロマジー弱陽性であり，P.A.S.も陽性てある事が

〔寄生虫学雑誌、 ・第 8巻 ・第 2 号

多い。での他の変化とし℃は，表皮は一般に変化に乏し

いが，2.J時間頃ては，程度の腫張の見られるものもあり

叉，法出多核白血球が，表皮層に迄可成り浸潤して来る

事も稀てはない。勿論，皮下結締織に強い広汎な壊死を

見た例にあっては，去皮も同時に壊死におち入り痴皮を

形成する。猶24時間頃に於いても，一部小範囲の表皮府

の壊死を見る事もある。

次に，筋層は，その反応が，比較的弱く経過した時に

は著変を見ないが，No.12, No. 13の如く ，反応が強く

経過した時には，筋層内に達する偽好酸球の浸潤を見，

時には，筋肉組織の壊死が見られるととがある。末梢神

経組織には，余り変化が見られなかった。

B) 蛋白質成分免疫群に於ける皮府反応、の組織学的

観察

反応初期においては，細胞浸潤はをれ程著明ではない

が，真皮の上周（乳頭層〉及び真皮下層に主として多核

白血球が程度ぴまん性に見られる。 24時間後に於いては

著明に増加し，特に真皮の深層に強く ，叉周管性に集族

した浸潤を諸所に認める。此の頃には単核細胞〈特に単

球〉の浸潤も可成り場加し，多核白血球の間にやはりぴ

まん性に出現する。好酸球の浸潤はさ程著明てない。史

に48時間後に於ては多核円血球は多く核破砕が見られる

が，猶可成り残存する。然し動物によってはその程度が

幾亦滅弱するものもある。叉此の頃には単球浸潤が，更

に多数に増量し，真皮深層に特に著明である。史に，周

囲組織には，組織球の浸潤も可成り認められる。 72時間

ては，最早，多核白血球の浸潤は殆んど認められなくな

れ該組織は，単球のびまん性乃至集族性の浸潤て占め

られ，大型の叉胞体内に空胞変性等の見られる所謂呂化

単球も可成り多数出現する。そして此等の細胞間隙には

小円形細胞の浸潤も認められる。

次に血管の変化は，体腔液免疫群における変化と比較

すれば，可成り程度てある。しかし，静脈に於いては，

一部や〉拡張し，壁の膨化及び血行停止像が見られ，一

部動物に於いては，毛細血管性山血乃至は，軽度の静脈

性出血を見る事もある。その他，小静脈に血栓形成が見

られる事がある。動脈は，一般に変化に乏しいが，一部

小動脈ては， 軽度の変性及び好酸性の増加を認める事

もある。然し弾力線維染色ては，比較的よくその構造を

保っている。腰原線維の変化は，前記体腔液免疫群に於

げる場合と大差はないが，一般に変化の程度がや〉おと

る様てある。

その他，表皮，筋肉，神経等の病変も，体腔液の場合

( 104) 
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体腔液による皮膚反応の組織学的観察所見第 2表

J陸腫

性

膨

化

壊

変

壁

の

破

綻

断

裂

壁
の
膨
化
及
脆
弱
化

病系管血胞車問出惨皮皮免長方

援壁内内血出充形淋組単女子偽膚

のの
膜皮

才全質

巴織酸

女子

溝
採

取

物

壊変
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形車問酸
反番

孝lj腫時
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1
4
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噌
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋

＋
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＋
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＋

＋
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H

H

H
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朴
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＋
＋
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士
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土
士
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＋
土
士

→ー

＋
＋
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＋

＋
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1
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1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

 

＋ 

本群に於て，効果注射に蛋白質成長子を使用した場合に

於ては予め脱感作を行なった No.16, No. 17を除き他

の殆んど全例に可成りの特異的な皮膚反応、の発現を見

G。
即ち，体腔液による反応、と同様に，効果注射によって

生巳た浮腫が一時消認した後 3乃至4時間して浮腫及び

充血をもって発現し，漸次増強， 8乃至io時間頃，略最

高に達する。をして反応最盛時には，浮腫の大きさは，

30×35 (mm）にも達するものがあり可成りの充血と，

硬結を伴う。然しながら肉眼時に明瞭な出血を認めたの

は，No.13の一例のみであった。

かくして効果注射後 8乃至10時間して略最高に達した

皮膚反応は，以後徐々に消躍するか乃至はそのま~24時

間位迄持続して後徐々に消槌して行くものが大部分てあ

24 

K比較すれば，可成り怪微である。

C）多糖等成分免疫群における皮宵反応、の組織学的観

察

既に肉眼的観察の項ても述べた様に，此の群に於い七

は，体腔液による特異的な皮膚反応が出現せず，従って

組織学的観察を行つτも，特異的なアレルギー性炎症を

J思わず慌た所見はなく，！既ね，対照例の組織像と略同様

てある。即］う，効果注射後， 2時間後，真は乳頭屑に怪

皮ぴまん性叉周管性に怪度集族性の非特異的と思われる

多核白血球の浸潤を認め，24時間頃ては，極めて少数と

なる。猶時に程度の毛細血管の充血を認める事もある。

lI.蛋白質成牙による皮膚反応の態度について

1) 皮j宵反応の肉眼的観察

A）体腔液免疫群に於げる皮膚反応

対照20 

「105)
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第 3 表蛋白質成 分 による

Xヲ主
蛋 白 質 成 分 多糖類成分

1 2 4 18 19 5 6 7 

直 後 。 15×15 10×10 10×10 10×15 15×15 10×10 15×15 15×15 

。 10×10 5×5 5×5 10×10 5×5 5×5 5×5 10×10 

30' I 
H 
B 

。 5×5 5×5 5×5 5×5 5×5 

10 I 
H 
B 

。 5×5 5×5 

20 I 
H 
B 

。 5×5 5×5 一 15×20 5×5 

30 I 一 一 一 士

H ＋ ＋ 
B 

。 10×15 15×20 10×15 20×20 15×20 

40 I ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
H ＋ ＋ ＋ 一 ＋ 
B 

。 10×15 20×30 15×15 20×30 20×30 

60 I ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
B 一 ± 

。 10×15 20×30 15×15 20×30 20×30 

30 I ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
H ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
B 一 ＋ 

。 10×20 20×30 15×15 20×30 

100 I ＋ ＋ ＋ ＋ 
H ＋ ＋ ＋＋ ＋ 
B 一 ＋ 

。 10×20 20×30 20×30 

12° I ＋ ＋ ＋ 
H ＋ ＋ ＋ 
B 一 ＋ 

。 10×15 20×25 15×15 20×30 20×40 

24° I ＋ ＋ ＋ 十 ＋ 
E王 ＋ ＋ 十 十 ＋ 
B 一 ＋ 

。 10×25 

48° I ＋ 
H ＋ 
B 

。
72° I 

H 
B 

備 考

( 106) 
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皮膚反応の 肉 眼 的 観察所見

体 腔

25r 

液 対照

12 13 14 15 16 17 21 23 24 20 

15×15 10×15 10×15 15×15 10×15 10×15 15×15 10×15 10×15 10×10 

10×10 10×10 5×5 10×10 5×5 10×10 10×10 5×5 5×5 5×5 

5×5 5×5 10×10 5×5 5×5 5×5 5×5 5×5 

5×5 5×5 5×5 5×5 

10×10 5×5 10×10 10×20 

＋ ＋ 

10×10 10×10 5×5 20×20 5×5 15×30 
＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 土 ＋ 

10×10 10×10 5×5 20×25 5×5 10×10 20×30 
＋ ＋ ＋ 

＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 士 ＋ 

10×15 10×10 20×20 20×25 5×5 10×10 20×30 
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 土 ＋ 

10×15 10×20 20×30 5×5 
＋ ＋ ＋ 
＋ 件 ＋ ＋ 

10×15 10×20 
＋ ＋ 
＋ ＋＋ 

＋ 

10×15 10×20 20×20 30×35 5×5 5×5 20×30 
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 
＋ ＋＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ 

10×10 10×20 
＋ ＋ 
＋＋ ＋ 
＋ 

5×5 

作脱感 作目感見
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り，72時間位て略完全に消砲する様である。然GNo.13 

，の様に皮膚反応、が更に強度に発現したものにあっては，

中心部が出血壊死に落入り， 48時間位には姉皮形成が見

られ，更に長時間持続して行くものと思われる。

次に脱感作実験を行った No.l6及び No.17に於ける

皮膚反応は，やはり著明に減弱し，両例共効果注射後 5

乃至 6時間頃軽度の浮腫及び充血が見られたが，殆んど

増強する傾向なく ，24時頃には，程度の浮腫を残すのみ

であった。

叉トリパンプラワ注入を行なった。動物， IW~う ， 効果

注射後24時間して注入を行なったNo.14に於ては，注射

直後より中心部に可成りの範囲に中等皮の色素集肢を認

めた。然しながら，効果注射後 1.5時間して注入を行な

った No.21に於ては，殆んど色素集積を認めなかった。

B）蛋白質成分免疫群に於げる皮膚反応、

効果注射に蛋白質成長子を使用した場合に於ても，体腔

液の場合と同様，全例に可成りの特異的な皮脂［反応、が出

現ずる。即ち，効果注射によって生じた浮腫は，一時消

槌の傾向を示した後3時間位より浮腫をもって発現し，

i略同時に叉少し遅れて充血が現れる。大多数は浮腫，

叉は浮腫及び怪度の充血をもって終始するが No.2に於

ては，中心部に軽度の出血斑が見られた。かくして漸次

増強した皮膚反応は，効果注射後8時間位て略最高に述

するが，No.19に於ては，更に増強して略24時間位て最

盛期を迎えをの時の浮腫の大きさは20×40mmにもなり

楚赤も可成り認められた。然し48時間後には幾分消躍し

た。猶効果注射前1時聞に多糖成牙 l.5ccを静脈内注入

した No.19に於てはいささかも皮屑反応は抑制されなか

った。

C）多糖類成分免疫群における皮膚反応

ζの場合には前二者と異なり特異的な皮膚反応、は全然

認められない。即：；，効果注射によって生じた浮腫は30

牙乃至 1時間て略完全に消認し，それ以後は，浮唾，硬

結乃至充血性変化はいさ〉かも発現しなかった。

2) 蛋白質成牙による皮j宵反応、の組織学的観察

A）体腔液免疫群に於ける皮脂反応、の組織学的観察

木群に於ける形態学的所見は，前記蛋白成分免疫群に

於ける体腔液による反応、所見に，強い類似性を求める事

が出来る。即ち，反応の早期並びに極期ては，偽好酸球

の高度の法出を認め，48時間以後ては，単球浸潤が主役

を占める様になり 72時間て殆んど単球反応ばかりとな

る。此等の単球の中には，先？と述べた所謂老化単球が多

〈見られ，一般に法出細胞の大小不同が甚だしい。叉，

( 108) 
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組織球の法山及び小円形細胞の浸潤も可成り多い。

血管系の変化は，それ程高皮てはないが，反応の極期

等ては，時に血管周間性類線維素様膨化及び変性等を認

める事があるが，一般的に動脈は比較的健全てあり，壊

死組織に於いても，弾力線維染色により，タト膜は可成り

乱れるが，内弾力板は，未だ正常階造をよく保有してい

る。叉静脈ては，反応の極期ては，やはり怪度拡張し壁

も膨化し一部には血行停止像を見る事もある。叉反応、が

激甚であったものに於いては，分画炎形成期に白色血仕

を見る事がある。猶出血は，毛細血管性出血を一部に見

る以外著明なものは認めなかった。然L，充血等はよ反応

の初期から可成り著明である。次に間質結締織は，一般

にや〉高度な変化を示す。然し体腔液による反応の場合

と略同様である。即ち，反応の初期に於いては，著変を

見ないが，24時間頃には，浮腫性膨化が著明て可成りの

援組化を示す。 48時間頃では，既に高度の変性，及び壊

死も見られ，一部腰原線維が融解して穎粒状に見られる

所もある。既に壊死におち入り ，牙界線が完成し怖皮形

成の見られるものでは，残存した真皮深層の謬原線維に

非常に高度の類線維素様膨化を見る事がある。との様な

所では，好銀線維染色て、，好銀線維再生時j生機転等もう

か三い得る。叉同部は，メタクロマジ一刻｜場性を示し，

P.A.S.も陽性である。

その他の変化としては，唯一例 No.13に於いて神経組

織に小出血を認めた事がある。

B）蛋白質成分免疫群に於げる皮膚反応、の組織学的観

察

本群に於ける該部位の形態像は，質的には体腔液免疫

群に於げるものとme同慌てある。然し，炎症の程度及び

血管変化等豆的には，や〉おとる。特に血管系の器質的

変化が軽微であるが，炎症性細胞の法出は割合著明に見

られる。そして，反応初期並びに極期の偽好蹴球の浸潤

極期を過ぎる頃からの強い単球反応等殆んど前記の反応、

と同様てあり，此処ては重複をさげて説明を省略する。

然し，木群に於ける蛋白成牙の反応、が最も純粋なもので

ある筈であり，観念的に，前記体腔液免疫群に於げる変

化から，血管系の変化を差し引き，法出機転を少く弱く

した程度のものである。

C）多糖類成分免疫群に於ける皮庖反応の組織学的問

察

既に肉眼的所見の項て述べた践に，本群ては，特異的

な皮膚反応は発現しない。叉組織学的にも，アレノレギー

性炎症を思わす段な所見はなく ，軽度の非特異性異物性
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然しながらをの他には全例を通じ肉眼的に認め得る，j：.）＇~

な出血は現れなかった。 叉脱感作実験を行った No.16 

及び No.17には殆んど認めるべき変化は出現しなかっ

た。

次に色素注入を行なった No.14（効果注射後24時間〉

には，注入後四分位て局所に中等の色素集積を認め，叉

No. 21 （効果注射後 1.5時間〉に於ても中心部に中等程

色素集積を認めた。

B）蛋白成牙免疫群に於げる皮膚反応

本群〈蛋白成好免疫群〉に於いて，効果注射に多糖類

成牙を使用した場合には，殆んど例外なく皮膚反応の発

現を見なし、。即ち，効果注射によって生ひと浮腫は殆ん

ど30好乃至 1時間で略完全に消複し，以後は全然肉眼的

に認めるべき反応の出現を見なかった。但し，No.19に

於ては，効果注射による浮腫は消誕の傾向を示しながら

もや〉長時間持続した。

20対照 24

炎の像を示すのみて、ある。

Jl[. 多糖類成牙による皮府反応、の態度について

1) 皮門反応の肉眼的観察

A）体腔液免疫群に於ける皮府反応、

効果注射に多糖成牙を使用した場合には，その皮膚反

応の態度は，｛本腔i夜及び蛋白質成牙と可成り異なる。 IW

!JI効果注射によって生じた浮腫は，一時消砲の傾向を

示すか叉はそのま〉持続し，効呆注射後30牙）]1いもので

11時間頃から充血が現れ，既に使結も見られる。

やがて官時増強する傾向を示すが， をれ程著明て、立

く，大休に於いて，効果注射後 2乃至 3時間頃反応は附

最高となり，以後徐々に消極し 5乃至6時間頃には略完

全に消槌するが然し硬結は可成り後迄残存するものもあ

る。叉 No.13の如く ，軽度の充血と硬結を残して殆んど

消寵したかの様に見えたものがい再び48時間後には，小

範囲ながら出血壊死を来し姉皮を形成したものもある。

( 109) 
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C）多糖類成長子免疫群に於ける反応、の肉眼的観察

木群に於ては特異的な皮膚反応、は出現せず叉硬結を認

めた例もなかった。

2）多糖類成分による皮膚反応の組織学的観察

A）体腔液免疫群に於げる皮膚反応の組織学的観察

多糖類成分による皮膚反応は，既に肉眼的観察の項て

述べた如く ，体腔液並びに蛋白成号による反応、とは少し

越を異にしその組織像も幾分異なった態度を示す。

効果注射後 1.5時間頃，wtに乳頭層の毛細血管周囲及

j・真皮下層の静脈周囲に好酸球を混じえた多核白血球の

ロ潤が可成り見られ，叉密度は可成り劣るが，ぴまん性

の浸潤も可成り認められる。多くは偽好酸球であるが，

単核乃至二核の好酸球も可成り混在する。そして此等の

細胞が，毛細血管及びl静脈の膨化した壁から進出する像

が諸々に認められる。

此の頃には単球浸j聞は殆んど認められない。 24時間頃

ては主に真皮乳頭居及び深）•；’？に， 多核白血球のびまん性

乃至周管性浸潤が未だ認められるが，量的には， 2時間

に比しゃ〉少くなく ，叉体腔液及び蛋白成分の反応に較

べ非常に軽度である。然し唯一例皮麗反応が強度に発現

した No.13に於いては，48時間後に於いて，好酸球の浸

潤が強く ，特に壊死組織並びにその周辺に比等好酸球の

好酸lf;l'i粒が細胞体より脱出し，細長く略線状に配列して

多数に認められる。叉その周辺ては比等好酸球は紡錘形

を呈し，核は濃縮し，好酸顕粒も胞体の形に準じて細長

く配列している。そして此の様な所見は，主として壊吃

組織並びにその周辺にのみ見られるものである。

次に血管系の変化ては，効果注射後2時間頃既に真皮

乳頭間の毛細血管及び真皮深層の小血管壁に怪j史の膨化

が見られ， 稀には軽微な毛細血管性出血を見る事があ

る。然し大部分は，毛細血管及びや〉拡張したl静脈？と亦

血球主：充満し，充血乃至は，強い血行停止像を見るにと

ままる。 24時間頃には，多くは，此の様な変化以上に進

んだ所見を見る事は少くないが，少数例，たとえば No.

13に於いては，既？と肉眼的にも変化が強度てPあった如く

48時間頃には姉皮形成が見られたが，血管の変化も可成

り高度である。即ち，反応中心部の静脈は勿論小動脈に

於いても血管壁が膨化し，一部ては強い変性及び壊死に

お5入り，弾力線維梁色によ・り外弾力線維は消失し，叉

内弾力板は強く伸展し一部管壁より剥離している様な所

もある。そして此の様な管壁には，多数の核破砕物を含

んだ多核白血球の密集しているのが見られる。叉時には

静脈に血栓形成を見る事がある。叉その他の例に於いて

( 112) 
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も48時間後乃至72時間後に血管内皮の強い腫張及び軽皮

の増生が見られ，一部はやはり壁より剥離している事が

ある。然し血管壁の離断による強い出血は見られなかっ

た。

次に結締織の変化は，効果注射後 2時間頃，既に跨原

線維の軽度の浮腫性膨化が見られ，や〉窓粗化を示す。

而して多くは24時間乃至72時間後十こ於いても此れ以上の

変化を示す事は無く時間経過と共に此の傾向は殆んど見

られなくなる。然し少数例ては24時間後小範囲の腹原線

維の壊死を見る事もある。猶 No.13に於いては， や〉広

範囲の壊死が見られ，真皮深層の躍原線維に程度の変性

乃至膨化を認める。

その他稀に末梢神経に強い変性を認める事もある。

B）蛋白質成牙免疫群に於ける皮膚反応、の組織学的観

察

本群に於いては，効果注射に多糖類成牙を使用しても

肉眼的所見と同様，組織学的にも特異的な所見はない。

即！；効果注射後24時間頃，散在性は極めて少数の多核白

血球及び単球の浸潤が見られる程度てある。

C）多糖類成牙免疫群に於ける皮膚反応、の組織学的観

察

本群に於いても前項と同様， 特異的な所見を認めな

し、。

JV.皮肩反応抑制時並びに対照例の肉眼的並びに組織

学的観察

A）皮膚反応抑制時

本実験：ま，何分にも極めて少数例てあるので，決定的

な事は云えないが，体腔液免疫群ては，多糖類成長子叉；土

蛋白質成分の何れの効果注射前静脈内注入によっても，

皮膚反応は，著明に軽減乃至抑制された。然し，蛋白質

成長ト免疫家兎に対しては，多糖類成牙をもっ脱感て作す

る事が出来なかった。夫々の場合の皮届反応、の大体の経

過は，各λc表に示してあるので，此処ては，詳しい説明

を省略する。次に，皮膚反応抑制時，即！； No. 16, No. 

17について，局所皮屈の組織学的観察所見を述べると，

俸腔液惹起局所ては，両例とも，びまん性の可成りの偽

好酸球の浸潤が認められ，少数の単球を混在している。

叉乳頭層に於いては，血管充盈が見られ，一部静脈は軽

度に拡張しており，赤血球を充満しているものも多い。

然し動脈は，殆んど変化なく ，収縮像も認められない。

叉間質には軽度の浮腫を認める。次に蛋白質成牙惹起局

所ては，前記体腔液の場合と大同小異であるが， No.16

は No.17と比較して，浮腫並びに充血性変化が可成り高
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使用したものに於いては，殆んど変化なく， No.20に於

いては，各抗原によって軽度の差はあるが，真皮乳頭間

に，ぴまん性中等度の偽好酸球の浸潤が見られ少数の小

円形細胞を混在している。而して何れの部位も，特異的

皮膚反応芳現部位に比し量的に極めて軽微である。猶，

木例に於いては，局所の浸潤細胞の量的関係等から見て

体腔液及び蛋白質成牙は，可成り組織に対する刺戟性が

強い践に思われる。

総括及び考按

1. 肉眼的所見について

豚畑虫体腔液及びをの蛋白質成分並びに多糖類成牙を

j岡田静脈内に注入感作した家兎に，各抗原をもって皮.iff
反応をj庖行した。その結果は，第 7表に示す如く，効果

注射に体腔液を使用した場合には，体腔液及び蛋白質成

牙免疫群に於ては，強い浮腫，充血， 硬結，時に中心部

士

度であった。此の相異が脱感作に使用した抗原の遠いに

よるものか，或は無関係なものかは今の所明瞭てない。

最後に，多糖類成分惹起局所ては，変化の程度は，前二

者に比し可成り劣り ，ぴまん性l怪度の偽好酸球と少数の

小円形細胞の浸潤及び軽度の細血管の充盈が見られるに

過ぎない。

B）対照実験成績

木実験に対する対照は，次の二通りの方法に就いて行

なった。即ち， !:f｝－に各抗原のi羽田静脈内注入家兎に対

し，各抗原をもって皮府反応を実施する時，同時に別の

部位に同量の生理的食塩水の皮内注射を行なう。第二に

無処置家兎に，実験に使用したと同量の各抗原の皮内注

射を行ない同部の肉眼的並びに組織学的観察を行なった

(No. 20）。

その結果，何れの方法に於いても肉眼的に特異的な皮

膚反応は発現しない。叉形態学的には，生理的食塩水を

20対照 24

( 113) 
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に出血乃至壊死を伴う特異的な皮麿反応、を発現する。即

ち緒方氏のアルサス現象判定規準に従えば，件乃至州程

度の強さに匹敵する。叉皮層反応の経過は，効果注射後

3時間乃至 4時間頃から浮腫及び充血をもって発現し，

以後徐々に増強し，効果注射後 8乃至10時間位て略最高

に達する。此の頃には中心部に可成りの出血を見る例も

ある。 12時間を過ぎる頃から，少数例に於てはや〉消認

する傾向を示すものもあるが，多くはをのま〉持続し，

48時間乃至72時間位て略消徳する。然して，反応、が強度

に経過した例に於いては，猶痴皮形成を残す。然しなが

ら多糖類成分類回注射に於いては，全例共特異的な皮膚

反応は発現しない。叉体腔液免疫群に於ても，蛋白質成

長子免疫群に於いても，体腔液による皮脂反応は，肉眼的

にはよく平行するけれども，一般に，蛋白質成牙免疫群

紅見られる反応、は，体腔液免疫群に於けるものに比しゃ

〉弱く，特に強い出血を見る事は少い。

次に効果注射に蛋白質成分抗原 E使用した場合には，

体腔液の場合と同様，体腔液免疫群及び蛋白質成介免疫

群に於て，特異的な皮膚反応が発現する。然し体腔液を

使用した場合に比し，をの反応はヤ〉弱く ，浮腫，充血

硬結等可成り高度に出現するが，出血を伴う事は少く ，

特に蛋白質成牙免疫群に於い℃は，肉眼的に明瞭な出血

像を見る事は殆んどない。叉，皮膚反応、の経過は，その

発現の時間が，体腔液を使用した場合に比べ，や〉遅れ

る傾向があるが，大体に於て，前記体腔液の反応と略平

行する。然しながら，多糖類成牙頻回注射群に於ては，

蛋白質成牙による皮膚反応、は発現しない。

次に，効果注射に多糖類成牙抗原を使用した場合には

体腔液免疫群にのみ特異的と思われる皮膚反応の発現を

見るが，蛋白質成牙叉は多糖成牙~fl回注射群ては全例共

特異的な皮膚反応の発現を見なし、。然も，皮j宵反応の陽

性結果を得た体腔液免疫群ては，多糖類成牙による皮膚

反応の発現経過及び反応の程度が，前記体腔液及び蛋白

質成牙による反応とは可成り異なった態度をとる。

即！），皮膚反応の強さに於ては前二者に可成り劣り，多

数例に於ては，皮膚反応は，怪微に発現，経過するに過

ぎず，時には，その判定にや〉困難を感じたものも見ら

れたが反面 No.13の例に見られる如く，動物によって

は，出血壊死を伴う強い反応、を呈したのもある 9 叉多糖

類成牙による皮膚反応の一般的な経過は，効果注射後30

分乃至 1時間位に発現し，大体2時間乃至 3時間位て略

最高となり ， 大多数例ては， 6時間頃略完全に消槌ず

る。多くの場合非常に軽度の浮腫，硬結，充血〈時には

〔寄生虫学雑誌・第 8巻・第 2号

中心部が黄白色を呈し貧血状となりその周囲に充血が見

られる事もある〉に終始するが，猶出血壊死を認めた例

もあり，此の様な場合には，二次的な姉皮形成が長く残

るのは勿論である。

以上，実験に使用した三種類の畑虫体腔液抗原， IWち

姻虫体腔液及びその蛋白質成分並びに多糖類成牙につい

て夫次交叉反応、を実施した場合の肉眼的観察所見を綜合

して見ると，各抗原の示す皮膚反応、の発現の有無及びそ

の態度に可成りの差異が認められるc

即jう，体腔液免疫群て、は何れの；抗原をもって皮j門反応

を施行しても，夫次特異的な皮膚反応、が発現し，蛋白質

成牙免疫群ては，休腔液及び蛋白質成牙対応部位にのみ

皮膚反応が発現し，叉多糖類成分！｝Ji回注射群ては，何れ

の抗原に上っても特異的な皮唐反応、は発現しない。

此れほ要するに，畑虫俸腔液の多糖類成牙をJ広田静脈

内注入を行っても，その生体内に．多糖類抗原に対応す

る抗体産生がなかった事を暗示するものであり ，従来，

菌体多糖類についていわれている如く，叉松木（1958)

が既に，阻虫体腔液及び畑虫飼養液多糖類について述べ

ている如く，木多糖類は単独では抗体産生能力を欠如す

る所詞ハプテンの性怖をもつもので、あると考えられる。

然して体腔液免疫群に於いてのみ，多糖類による反応の

出現を見た事はをれが非特異性の反応、と云うよりは，前

記松本が本多糖類と馬血清の混合注射によって始めてを

の抗体を証明したと同様な関係に於て，木実験に於いて

も，体腔液中の恐らく蛋白質成長子が一種の Schlepper 

としての役割を果したが為に，体腔液免疫群にのみ，多

糖類成牙による局所過敏反応、の成立を見たものと思われ

る。然しながら多数例に於てその反応が軽微に経過した

事は，免疫に使用した体腔液中に合まれる多糖類の量て

は，山本 (1956）もをのアノレサス現象の実験て、述べてい

る如く，充分な反応を惹起するに不充牙てあったと考え

られる。

然し少数例ても可成りの反応程度に伝述したものが見

られた事は，多糖類成牙も，森下 ・小林（1954）が姻虫

感染モルモツトに発現せしめた如く，叉一例ではあるが

本実験に見られた様に適当な条件下に於ては，充分激し

い反応能力を有するものと思われる。猶，蛋白質成牙免

疫群及び多糖類成好額回注射群に2 多糖類成牙による反

応が出現しないのは，をのハプテンとしての性格から考

えて当然てあると云える。次に，此等三種類の抗原が示

した様な皮膚反応、の発現経過についてその何れもが陽性

結果を示した体腔液免疫群について観察して見ると，第

( 114) 
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1図に大体の経過を示し土様に，凡そ二種類の反応様ず

が見られる。そして早期に現れて来るのが多糖類成卦

による反応であり，蛋白質成分の反応は，可成り遅れて

発現し長時間持続する。而して，との両者を有機的に合

む体腔液は，全体の経過として，蛋白質成牙の反応に略

平行し，強さに於てや〉勝る。即ち，肉眼的な経過を見

るに於いては，体腔液の反応は，乏の蛋白質成分の反応

によって代表される様である。従来，畑虫抗原乃至は｛本

位液抗原を利用した畑虫アレルギーについては，数多く

の業績がある。小宮山は，実験的に畑虫を感染せしめえ

家兎について，体腔液による反応が強く現れる事を報件

してし〈るが， との様なアレルギー性反応に指導的な役

割を演ずる抗原が，その如何なる牙画にあるかにつ’Jて

廿，多くの研究者の成績が未だ一致せず，とれを多糖類

分画にあるとするとするもの（池田，1952; Campbell 

1936等〉，叉蛋白質好画にあるとするもの（山木， 1956;

・Schmidt, 1949等〉， 更に リポイド牙画を重要視するも

の〈宮川，1950等〉があり， 叉多糖類分画，蛋白質牙

画共に体腔液の抗原性を代表し得るとするもの〈由上 ・

細谷，1956）等があり，何れを選ぶか非常に判断に；1；し

む所である。然しながら，との様な研究には使用し．三・抗

原の性状や感作方法等，実験条件の胤制がむつかしく叉

をの多くが肉眼的立判定にのみ頼っている事が実験成績

・の統ーを期しがそい要因の一つに数えられはしないだろ

うか。北村がアルサス現象の研究て述べている様に乏の

付金さは抗体価に比例するものであるが故に，皮膚反応の

判定には充分抗体価の上昇を期待する様な感作方法を取

るととが必要であり ，叉アレルギー性反応の多くはノル

メノレギー反応の強い修ftfli像（新保，1955う として珂れ

て来る事から考えて，皮膚反応の判定には肉眼的観察の

みでなく合せて反応局所の組織学的検索が必要と思われ

る所以であるQζの様な観点から私は後でくわしく述べ

る様に肉眼的観察に加えて，詳細な病理組織学的検索士

加え，畑虫体腔液には夫々，異なっそ皮膚反応型式を示

す二種類の抗原がある事を知ると共？と，体腔液が示すア

レルギー性反応、は，皮周反応、に関する限り，肉眼的には

，蛋白質成分の反応によって代表されるが，組織学的には

両者の性質をとる組織反応を呈して来る事を確認してい

る。而して，此の二つの型式の反応とは， immediate 

typeの反応と delayedtypeの反応を指すものである。

従来から局所のアレルギー性現象に属する反応、と云わ

れるものには，非常に数多くのものがある。近年，天野

及び平田 （1947）は，馬血清及ひ・結核菌ペ体成分を用い
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て局所過倣現象を細胞機能の立場から詳細な研究を行な

い，此等数多くの局所過敏現象は，終局的には，アルサ

ス型反応か若しくは，ツベルク リン型反応かの何れかに

属するものである事を形態学的に明らかにした。叉浜本

(1958〕は，此の理論の基礎の上に，抗原抗体反応の起

る場と云うものを市視し，抗原のもつ性質と反応、の場を

組合せる事によって， 複雑な抗原抗俸反応、の（~f.i，~を形態

学的に見事に統ーした。叉 Coventry(1929）も胴虫抗

原を用いた皮庸反応の研究に於いて，肉眼的に観察さ孔

る皮膚反応型式をさ型に分類している。此の場合の第1

型は，人体時にはモノレモツト等に見られる一過性のノル

メノレギー性反応に悶するものであり，アレルギー性反応

に属するものとしては， 彼の所謂第E型（~ベノレク リン

型〉及び第R型〈アノレサス型〉にしぼられ，此の中畑虫’

抽出蛋白質抗原による反応が，ツベルク リン型反応を呈’

したと述べている。

以上三種類の姻虫体腔液抗原に就いて夫ペの肉眼的反

応型式並びに相互関係の概略を説明した。猶少数例では

あるが，脱感作実験を行なったものに就いて更に相互関

係に検討を加えて見たい。先ず肉眼的な皮府反応の発現

抑制乃至は怪減の有無によって脱感作の可否を検討して

みると，体腔液免疫群ては，蛋白質成牙叉は多糖類成分

の何れによっても，各抗原による皮屈反応、は，抑制乃至

軽減されるが，蛋白質成分免疫群ては，体腔液により抑

制され，多糖類成分ては抑制されなかった。

( 115) 

此の結束ーから想像すると，蛋白質成牙及び多糖類成分
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第 1図 皮府反応の発現扶態，強さ及び
経 過の概略と比較
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は，夫々異なった性質の抗原てはあるが，細谷（1956)

が腸管反応て見た様に，両者によって一応体腔液に対す

る反応を軽減乃至抑制する事が出来，前記皮膚反応の所

見と合せ，一応此の両成牙は，体腔液の抗原性を代表し

得るもの〉様である。

2. 組織学的所見に就いて

次に本研究の重要な目的である組織学的検索成績に就

いて見ると，先に述べた如く ，畑虫体腔液及びその蛋「1

R成牙並びに多糖類成牙が夫々の場合に於いて，肉眼(Iせ

に異なった興味ある所見を示した様に，組織学的にも，

此等三種類の抗原の示した組織反応形態も叉夫々特徴あ

る所見が認められた。

をして，結論から先に云えば，多糖類成牙によって示

された組織反応は，肉眼的所見と同様にアノレサス型にrn;
するものであり ，蛋白質成牙のをれは，同践にツベルク

リン型組織反応、であり ，叉体腔液は，組織学的には此等：

向型の混合型と思われる形態像を示す。

既に衆知の如く ，局所の過敏現象（－j，形態学的に一つの

炎症である事に間違いはないが，普通の炎症に対して，

アレルギー性炎症として理解される所以は， Rossle, 

Buchner (1956）によれば，質的な差と云うよりは量的

な12に他ならないし，新保（1955）は，ノルメルギー性

炎の強い修飾像として理解している。此の事は，所訂ア

レルギー性炎症なるものを病理形態学的に理解する上に

多くの困難を予測せしめ，叉jlfIに組織像の上からその反

応型式を推定する事の危険性をも物語るものである。

然しながら今日，アレルギー性反応としての存在を認

められた多くの現象，例えば，アルサ戸現象やツベルク

リン反応を中心として，その病理形態学的研究が数多く

の研究者によって試みられ，今日では，おぼろげながら

もある固定した病理形態像を作り上げつ〉ある。止ヒの

tnな観点から，著者も叉あく迄も肉眼的な実験成績に基

づき，此れら抗原が示した反応態度を，現在確立された

アレルギー性反応の形態学的な既成概念の上に立って，

多くの研究者によって為された業蹟に類似性を求めなが

ら，その形態学的解明を加え皮いと思う。

天野 (19,48）は，その著者「血液学の基礎」て，アル

サス型反応、とツベルクリン型反応、の形態学的な差は，血

管障害の差と細胞反応の差であると述べている。即ち前

者は，血清親和性抗原によって葱起され，をの主要な反

応、の場を血管タ卜膜系に求めるものであるに対し，後者は

組織親和性抗原によって惹起されるものであるから，主

な反応、の場は，当然間質結合織にあるとしている。

( 116) 
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木実験に於いても，夫次異なった性質の姻虫抗原を使

用し，叉皮膚反応の態度に可成りの差を認めた実験成結

から！佐測しでも，其等の示す組織反応、には当然何らかの

差があるだろう事は想像にかたくない。

先ず体腔液による反応の形態像を観察して見ると，体

腔液免疫群ては反応、の極く早期，即ち効果注射後 2時間

頃（此の頃には，肉眼的には殆んど変化がない〉には主

として真皮上j習にぴまん性乃至は周管性の怪皮の多核白

血球の浸潤が見られ極期と思われる24時間頃には，真皮

上層及び下層に非常に強く見られる様になる。ついて48

1時間頃には，多核白血球の浸潤はや〉衰え叉変性崩壊せ

るものも可成り多数認められる。市してこの頃には単球

の浸潤は増加し，72時間には多核白血球浸潤は殆んど認

められず，大部分の浸潤細胞は単球て占められ，少数の

小円形細胞及び組織球の浸潤色混在している。猶この頃

には少数ではあるが，小血管周囲にはi盟問性又は散在性

の形質細胞も見られる。叉蛋白質成分免疫群ても，略同

様の所見を呈するが，形質細胞の出現は殆んど見られな

い様である。猶，多糖類成牙免疫群ては24時間頃，びま

ん性の多核白血球の浸潤を見るが極めて怪度である。

次に血管系の変化は，極く初期に於ては，充血を見；乙

以外特記すべき所見はないが，反応、極期を過ぎる頃から

可成り高度の変化が見られる。小動脈ては周辺部の殆ん

ど変化のないものから，内皮の腫張，タト膜の膨化，壁の

変性呼を認めるものがある。静脈ては，拡張，壁の脆%

化，剥離性静脈炎，壁の破綻，出血加うるに血行停止，

血佳形成等可成り高度の変化を示す。

叉腹原線維の変化は，軽度のものでは，浮腫性膨化行二

示すものから高度の場合には，類線維素椋膨化乃至ぷj央

死又は融解壊死等も見られる。次に0;f白質成牙惹起問所

ては，それが陽性に発現した場合には，浸潤細胞の種類

及び浸潤経過には，体腔液の場合と大差がないが，幾分

浸潤細胞数に於いてや〉劣り叉，多核白血球浸潤はや〉

早期に終息し体腔液に比しゃ〉早期に単球浸潤が目立っ

て来る。然もとの様な浸潤単球は大型のもの叉胞体に~q

胞を有するもの等も多数見られる。血管系に於いては，

然し体腔液惹起部位叉後に述べる多糖類成分による反応

に比し変化は少くない。然し静脈ては，拡張，壁の膨化，

叉血行停止像等を認め特には牙画炎形成期には，所々に

「l色血栓を見る事もある。隈原線維の変化は，前記体腔

惹記部位と略同様て、ある。

最後に多糖類成牙惹起部位〈勿論皮府反応、陽性例〉に

於いては，極く早期よりぴまん性の周管性の好酸球を可，

． 
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成り含む多核白血球の浸潤があり ，24時間頃には幾分消

認している。 しかし単球の反応は未だ非常に隠微であ

る。猶as時間頃に於いても多核白血球の浸潤が怪皮であ

るが猶持続している様である。然し皮膚反応が怪微に発

現しとものに於いては，此の頃には浸潤細胞もぴまん性

て極めて軽度である。 72時間頃には最早，多核白血球は

殆んど認められず，ぴまん性叉集族性の単球反応、が極め

て著明となり小血管周囲には集族性の小円形細胞の浸潤

も司成り認められる。叉血管ては初期には，強い充血及

び血行停止像を見るに留まり怪皮に発現したものでは比

札以上の変化を欠くがや〉高度に発現したものでは反応

の極期をや〉過ぎる頃から小動脈及び静脈の膨化変性時

に壊死叉動脈内皮の強度の腫張及び壁からの華Jj離状態が

観察される。

躍原線維の変化は，前記二つの抗原に比し可成り 11笹山

であるが少数例ては問機な変化が観察される。

以上，畑虫体腔液，同蛋白質成好，並びに多糖類成牙

による皮膚反応発現時の局所皮膚の形態学的変化を総M

的に簡単に述べた。ととて此等三種類の抗原による皮！日

反応を形態学的に比較検討して見たい。

先ず浸潤細胞については，効果注射後2時間頃に於い

ては各抗原惹起部位とも程度の差はあるが多核白血球の

浸潤が認められる。然し毘的には多糖類成分惹起部位に

最も著明である（叉此れは対照即：；無感作家兎に多糖類

成好の皮肉注射を行ったものに比し圧倒的に多量て、あ

る〉。丁度此の頃ては肉眼的に多糖類成牙による反応が

高度で他抗原による反応の未だ発現しない時期にあたり

浸潤細胞の量的関係は肉眼的な皮府反応の程度とよく

平行している。然し 24時間頃には，此の関係は逆転し

多糖類成牙反応部位は，や〉消槌の傾向を示すのに反し

体腔液並びに蛋白質抗原による反応部位には，多核白血

球の浸潤が著明に増加し，しかも前記多糖類成分反応、の

最盛期を更に凌駕する。此れも叉同時期に於ける肉眼的

な皮膚反応の程度より見て当然期待し得る変化である。

しかしとの頃には既に真皮の深層等の単球反応も叉増大

して来ている。次いで48時間頃になると何れの部位ても

多核白血球の浸潤は，可成り消槌の傾向を示し，逆に単

球反応が夫々の場に於いて，中心的な役割を占める様に

なって来る。而して，その塁的内容は，反応、の強さにも

よるが，一般に，蛋白質成分反応部位により多く ，以下

体腔液，多糖類成牙のJI回である。史に72時間頃には，浸

潤細胞は全て単球となり，組織球及び怪皮の小円形細胞

の浸潤ごと混在して来る。

( 117) 
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即：ち， l既J1fjして，多糖前成分による反応は，肉眼的に

皮膚反応の消槌期乃至はそれを可成り過ぎてから，単球

反応、が多核白血球の浸潤と置換されてくるが，蛋円質成

牙による反応、ては，極期乃至極期をや〉過ぎる頃から，

既に単球反応、が著明に増量して来るのである。しかし，

武藤（1955）がツベルクリン反応て認めている政な，二

つのピークをもった単球反応の消長は，本実験てはよく

解らなかった。

以上，此等炎症性細胞の量的，質的叉浸潤の時間的消

長を通覧して見ると，をの量的内容に於いては，何れも

対照と比較して圧倒的に多量であり ，此れは，注射針や

注入抗原の機械的叉化学的刺戟による非特異性炎症に加

えて，局所のアレルギー性炎症に由来する血管壁弛緩及

び血禁法出と関連して招来されたものであるのは勿論の

事である。然し猶局所注入抗原の種類によっても叉，犬

の々組織反応、に，先に述べた様な可成りの差異を見出し

得る。比れは要するに，次に述べる理由により結局は，

各抗原のアレノレギー性反応、の場に於ける選択的な性格と

夫々の反応局所に見られる血管障害性の差に， 多くは~.~｝

［母出来るのではないだろうか。即：；天野（1948）は，血

清親和性抗俸は，ショック臓器〈血管内皮，滑平筋，外

膜細胞〉等に広く吸j許されて存在すると述べている。比

の様な場合に，局所に注入された対応抗原は，いち早く

をの血管壁に反応、の場を求める事は当然てある。比の~~ミ

な志味に於いて，畑虫体腔液多糖類成分が，結核菌多糖

類と同様に血清規和性抗原抗体反応、を起す抗原と考えれ

ば，早期に血管の陪害乃至透過性の冗進が起り，速やか

な喫液性法出性炎が発現するζ とも埋の当然てある。而

して他方，遅延型反応を示す蛋白質成牙は，組織親和性

抗原抗体反応を起す抗原と考えれば，同種抗原による反

応が，血管障告性の少くない事実から，当然炎症細胞漆

出機転に何らかの相違を生む事が予測される。しかも，

此の血管の透過性及び障害程度の差は，前記トリバンプ

ラワ注入実験によって認められた局所の色素集杭状態の

差からも或る程皮覗がわれ叉裏付けられる所であり，そ

れが叉局所皮膚組織に於げる偽好酸球浸潤と単球浸潤の

1時間的消長の差にも関係している様にも思われる。 即

；ち多糖類成牙惹起部位ては， 反応極期を可成り過ぎて

も，単球反応が怪微であるに反し，蛋白質成分惹起部位

ては，極期或は極期をや〉過ぎた所て，白血球の変性乃

主政i壊も多く ，叉単球反応、も既に可成り多く ，その中に

は，平田 (1947）の所謂老化単球も認められる。即ち，

多糖類成分反応局所に偽好酸球反応が長く継続し，蛋白
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質成分惹起局所ては，変性iJ)J壊白血球の処理機転として

φ単球反応の早期出現が見られるととは，同部の偽好酸

球浸潤が前者に比し早期に止む事を示すものであろう。

然し一面，蛋白質抗原の性扶が多糖類抗原に比し，局所

の刺戟性が大きい事も充好考えられる所である。即：；' 

此の様な現象は，蛋白質成分惹起部位が多糖類成牙惹起

部位に比し，血管障害性の軽微な事実と，非特異性炎と

しての因子が大きい事て説明する事が出来る。をして叉

此れは，ツベノレクリン型組織反応、が，比較的血管障害が

少くなく，叉単球反応が主役を演ずると云う事実に酷似

する所である。然し，典型的ツベルクリン型組織反応と

してよく知られているものは，木実験によって得られた

蛋白質成牙の組織反応に比し，法出性変化がや刈正微な

椋て＇＇Ji）る。とれは，種々な実験条件の差による事が大き

な原因てあると考えられ，人為的な侵裂を加えない白然

な方法て，しかも血管タ卜性抗原抗体反応の理想方式に合

致する様な方法をとれば，浜本 (1957)が椋鳥住血吸虫

セルカリアを利用し得られた様な純粋なツベルクリン型

組織反応を得る可能性が当然ある筈てある。

次に多糖類成牙による反応、は，蛋白質成分による反応

に比し，血管障害即ち血管内皮の強い腫張及び剥離，壁

の膨化破綻｜｜与に変性壊死等に代表される一連の変化，及

び恐らくは此の際な血管障主主に由来すると思われる前記

多核白血球並びに単球の法出態度は，アルサス現象の形

態像に大いに類似性を求め得る変化である。そして此の

松な変化は，血清親和性抗原抗体反応による局所のショ

ック状態に初まる変化として大いに妥当性を有するもの

と考えられる。叉血管内皮の腫張及び奈lj離は，血管内性

抗抗体原反応による疾患、等て吾々が，しばしば見出して

いる所見てもある。此の際な意味に於いて，本多糖類成

介による反応合純粋に血管内にのみ限られる様な方法を

とれば，坂 (1928）が報告した様な間質性炎を欠除する

典型的な血管内性抗原抗体反応を惹起し得るものと想像

さfl,る。

然しながら，本多糖成長子によって惹起された組織過敏

性反応が，馬血清等による原型アノレサス現象に比し，そ

の変化が可成り軽微であり，叉全例が此の様な血管病変

を示したわけではない。此の事はB圧に，松木（1958),111 

木（1956）等も指摘している所であるが，恐らくは本多

糖類成牙の抗原としての性質上叉体腔液中に含まれる霊

的関係から見て，同抗原に対応する抗体価が低値て、あっ

た事を想像せしめると共に，木抗原による反応は，組織

親和性抗原抗体反応を欠く為でもあらう。即：；間質結合

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 2号

織に反応の場を求める事が少ない為と考えられる。

最後に体腔液による反応、の形態学的特長を此処て解明

する。既に実験成績並びに総括ても述べた慌に，局所の

炎症性反応は前二者抗原による反応の何れよりも強い。

附してその法出細胞の消長は，軽度の差はあるが，肉眼

的な反応型と同様，蛋円質成分による反応と略同様な傾

向を示している。即ち全体としての炎症機転及び経過は

蛋白質成介の反応にー述の類似性が認められる。然しそ

の反面，反応が最も強Jitであった No.13に見られる如

き典型的な長lj離性静脈炎等ても解る様に局所の血管障害

毛叉認められる所である。但し動脈は周辺部血管にl限度

の内皮腫張と収縮像を見る他は一般に変化に乏しい。即

ち体腔液による反応、は蛋白質抗原による反応の基盤に多

糖類成牙による反応に見られた様な質的に同様の血管病

変が加味された形態像を示すものであり，との血管変化

が蛋白質成牙による反応よりも反応程度が強く叉法出細

胞の量的叉は消長過程に幾牙の差を与える原因であろ

う。以上の三種の畑虫体腔液抗原の示した皮膚反応、の病

理形態像を天野の二系性免疫論を参考にほ論ずれば，畑

虫体腔液は，馬血清と同様血清親和性抗原抗体反応、及び

組織親和性抗原抗体反応、を起す両者の性怖をもち，多糖

類成牙は血清親和性，蛋白質成分は組織親和性の性格を

もつものに類似していると考えられる。従って夫々によ

る局所過敏性反応は前者がアノレサス型，後者がツベルク

リン型組織反応を呈して来たものと考えられる。此の関

係を模型的に説明したものが第2図である。 8種類の姻

虫体腔液抗原によるアレルギー性反応の肉眼的叉組織学

的変化の相違と病変機問がよく理解されると思う。
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次にアレルギー性炎症に極めて普辺的に観察される血

栓形成或は謬原線維の変化即~ ， 類線維素様変性乃至壊

死或はメタクロマジー等の所見は，本実験に於いてもし

ばしば観察される所であるが，此等は既に，ツベルクリ

ン反応，アノレサス現象或はシュワルツマン現象等の形態

学的研究をとり上げた多数の研究者により詳しく解明さ

れており今史此処て繰返す必要もないと思われる。

その他に，た三少数例てはあるが，壊死組織及びその

周辺に観察された好酸願粒の放散像は，田部 ・神保 ・浜

本 ・杉安（1958）等により椋鳥住血吸虫によるアレルギ

ーの研究に於いて初めて報告され観察されて来た所であ

り，私達もシュワルツマン現象発現等の局所皮膚壊死組

織に同様な所見を・見ている。その中て浜本（1957)は，

とれを分画炎形成機転に大いに関係する変化であろうと

述べており ，本実験に見られた所見も叉よくそれを物語

るもてるるあると思われる。

結論

1 豚阻虫体腔液並びに体腔液蛋白質成分及び多糖類

成分を頗回静脈内注入し，充牙感作した夫々の家兎に，

各抗原をもって皮膚反応、を施行し，局所皮膚の肉眼的並

びに組織学的検索を行った。

2 体腔液免疫家兎ては，何れの抗原によっても夫ノセ

特異的な皮膚反応を発現する。叉蛋白質成牙免疫家兎て

は，体腔液及び蛋白質成分による皮届反応、は発現するが

多糖類成分による皮膚反応は発現しない。更に多糖類成

好頻回静脈内注入家兎ては，何れの抗原を用いても，特

異的な皮膚反応は発現しない。

3 此等の交叉反応成績から見て，木多糖類成分は，

ハプテンであると思われる。

4 叉特異的な皮膚反応、発現時には，体腔液による反

応が最も強く発現し，以下蛋白質成牙，多糖類成分のJI医

てある。

5 此の場合，体腔液並びに蛋白質成分は，遅延型反

応、を注し，多糖類成分による反応はアノレサス型反応を呈

する。

6 各抗原による皮j苗反応、発問部位の組織学的検索を

行ない，此等姻虫抗原の示すアレノレギー性反応、の形態学

的特徴を明らかにした。

7 特に局所皮膚に於ける諺出細胞の種類及び法出経

過並びに血管障害の多寡等を比較検討し，比等三種類の

姻虫抗原によって惹起された血管タ卜性抗原抗体反応の

病態機構を二系性免疫論の立場から解明を加えたコ
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8 その結果，姻虫体腔液多糖類成分による反応陪，

アノレサス型組織反応を示し，畑虫体n空液蛋白質成仔は，

ツベルクリン型組織反応、を示し，咽虫体腔液は，両者の

混合型と思われる組織反応、を呈する。

9 従って，木多糖類成分同，血清親和性抗原抗体反

応を起す抗原（serotrop型〉，叉蛋白質成牙同組織親和

性抗原抗体反応を起す抗原（histeotrop型〉であり ，体

腔液は，此の両者の性1・8をもっと抗原であると思われる白

稿を終わるに当り ，終始御指導並びに御校聞を賜った

浜本教授に哀Jら より 深謝致 し ま す•，

本論丈の要旨は第27回日本寄生虫学会総会に於いて

講演発表した．
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Summary 

An experiment was made on the allergy of pa-
rasite using the body fluid of pig ascaris. The 
author devided it into two fractions, which was 
protein fractions and poly回 ccharideone. 
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Rabbits were sensitized with the body fluid 

protein fractions and polysaccharide one. 
area, in which the polysaccharide fractions we~ 

injected, revealed the feature of the Arthus type 

reactions. The sites in which the ascarideαvity 

fluid and protein fractions were injected showed the 

tuberculin type reaction. 

The results of skin test in sensitized rabbits with 

the body fluid and protein fractions developed posi・

tive reactions. It indicated that the polysaccharide 

fractions were hapten. The cutaneous reactions 

by the cavity fluid and protein fractions showed the 

delayed type出idthe reactions by polysaccharide 

fractions developed the immediate type. 

Microscopically, the sections of biopsies from t}+e 

Consequently, the polysaccharide fractions weer 

considered to be serotropic antigen and the protein 

fractions to be histeotropic antigen. The ascaride 

cavity宜uidshowed to have the characters of these 

two antigen. 

写真説明

第 1図 体腔液免疫，体腔液惹起，24時間後著明な多核

向血球の浸潤及び高度の浮腫 H.E染色，100倍．

第 2図 体腔液免疫，多糖類成分惹起，2時間後，周管

性及びびまん性の可成りの多核白血球の浸潤，静脈は

~斗拡張し血行停止像が認められる . H.E染色，200倍

第 3図 体腔液免疫，蛋白質成分惹起，48時間後，浸潤

細胞の大多数は単球である．守口はり静脈に血行停止像

が見られる.H.E染色，200倍．

第 4図 体腔液免疫，多糖類成分惹起，48蒋間後，偽好

酸珠及び好酸球のびまん性浸潤，少数の単球を混在し

ている．ギムザ、染色，400倍．

第 5図 体腔液免疫，体腔液惹起，72時間後多核白血球

は全然認められず，浸潤細胞の大多数は単球であ り，

少数の小円形細胞及び組織球も見られ る.H.E染色，

400倍．

第 6図 体腔液免疫，多煩糖成分惹起，48時間後， 放

散された好酸頼粒が域死組織に略々線状に配列してい

る．ギムザ染色，400倍．

第 7図 体腔液免疫，体腔液惹起，48時間後典型的な剥

離性静脈炎及び著明に拡張した静脈と初期の血栓 P.
A.S染色，400倍．

第 8図 体腔液免疫，多糖頼惹起，72時間後著明な血管

内皮細胞の腫脹と壁よりのl隆度の剥離像，H.E染色

600倍．
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